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Ⅰ 論文 

学術論文 

1. 川崎優子，内布敦子，荒尾晴惠，松本仁美，成松 恵 

がん看護実践上の課題から見出された外部コンサルテ

ーションニーズ がん診療連携拠点病院の職階による

ニーズの違い 日本がん看護学会誌 26(2)54-60 

2012 

2. 師岡友紀，梅下浩司，武冨紹信，前原喜彦，山本      

真由美，嶋村剛，大下彰彦，菅野啓子，大段秀樹，      

川岸直樹，里見進，小川 馨，萩原邦子，永野浩昭    

生体肝ドナーquality of life 尺度の開発および信頼性と

妥当性の検討 移植 2012 年 47 巻 1 号 67-74 頁 

その他 

1. 荒尾晴惠 看護データブック第 4版 神田清子編 医

学界新聞第 2987 号 2012 年 7 月 23 日 

 

Ⅱ学会発表 

国際学会 

1. Arao H，Kobayashi T，Tazumi K Aspects of cognitive 

impairment observed in Japanese breast cancer patients 

receiving chemotherapy at outpatient clinics，15th East 

Asian Forum for Nursing Scholars(EAFONS) 2012 ，

February，SINGAPORE 

2. Takeuchi S，Arao H，Morooka Y，Fukuroku K，

Kobayashi T，Nagayama H，Seto N，Shimizu Y Learning 

Efficacy after Introduction of Simulation Suits for 

Postoperative Patient Care: a comparative study of the 

different length of time after introductive practice，The 

9th International Conference Even with Basic Health Care，

2012，June，Kobe 

3. Arao H，Tatsumi H，Ootomo E How Cancer Patients 

Perceive the Use of Narcotic Drugs for Medical Purposes， 

17th International Conference on Cancer Nursing，2012，

September，Prague 

4. Yamamoto S，Funatsu Y，Arao H The Burden of 

Certified Palliative Care Nurses in Sedation for The Relief 

of Suffering The 9th International Conference with the 

Global Network of WHO Collaborating Centres for 

Nursing and Midwifely，2012，July，Kobe 

5. Ootomo E，Hasegawa H，Uei Y，Arao H A study on 

home-visit nursing to supporthome-basedpalliative care for 

cancer patients in elderly couple households The 9th 

International Conference with the Global Network of WHO 

Collaborating Centres for Nursing and Midwifery，2012，

July，Kobe 

6. Yamamoto S，Arao H，Mashiro E，Kobayashi T，Yoshioka 

T，Tazumi K Hot Flashes and Cognitive Dysfunction in 

Breast Cancer Patients Perceiving Hormone Therapy，17th 

International Conference on Cancer Nursing， 2012，

September，Prague 

7. Yamamoto S，Arao H Hot Flashes and Quality of Life in 

Breast Cancer Patients 17th International Conference on 

Cancer Nursing，2012，September，Prague 

8. Ootomo E，Arao H Review of Literature Regarding 

Cancer Pain Assessment in Patients with Dementia 17th 

International Conference on Cancer Nursing  2012，

September，Prague 

9. Morooka Y，Arao H，Kobayashi T，Takeuchi S，Shimizu 

Y，Seto N，Fukuroku K，Ngayama H Effectiveness of an 

improved simulation exercise in postoperative observation 

for nursing students，The 9th International Conference 

Even with Basic Health Care，2012，June，Kobe 

国内学会 

1. 武内紗千，藤原千惠子，梅下浩司，上野豪久，萩原   

邦子，吾妻 壮，師岡友紀 小児生体肝移植において

ドナーとなった親の経験 第 48 回日本移植学会総会 

2012 年 9 月 名古屋市 

2. 竹井友理，荒尾晴惠，長谷川多恵 頭頸部放射線療法

による晩期有害事象の唾液分泌低下がみられる患者の

日常生活における問題と対処行動 第 26 回日本がん

看護学学術集会 2012 年 2 月 松江市 

3. 間城絵里奈，荒尾晴惠，吉岡とも子 ホルモン療法中

の乳がん患者の服薬状況と対処行動 第 26 回日本が

ん看護学学術集会 2012 年 2 月 松江市 

4. 山本瀬奈，荒尾晴惠，小林珠実，間城絵里奈，吉岡  

とも子 ホルモン療法を受ける乳がん患者の更年期症

状の実態 第 26 回日本がん看護学会学術集会   

2012 年 2 月 松江市 

5. 奥 朋子， 木村恵美子， 増島麻里子， 井沢知子，   

高橋由美子， 冨田英津子， 荒尾晴惠 リンパ浮腫の

予防に対する患者教育・指導に資する研修プログラム

評価(第7報) 平成22年度研修運営者への質問紙調査

より 第 26 回日本がん看護学学術集会 2012 年 2 月 

松江市 

6. 高橋由美子，井沢知子，増島麻里子，奥 朋子，木村

恵美子，富田英津子，荒尾晴惠 リンパ浮腫の予防に

対する患者教育・指導に資する研修プログラム評価(第

8 報) 平成 22 年度研修受講者を対象としたアンケー

ト調査 第 26 回日本がん看護学学術集会 2012 年  
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2 月 松江市 

7. 増島麻里子，冨田英津子，井沢知子，奥 朋子，木村

恵美子，高橋由美子，荒尾晴惠 リンパ浮腫の予防に

対する患者教育・指導に資する研修プログラム評価(第

9報) 研修修了後1年以上経過の受講者アンケート調

査より 第 26 回日本がん看護学学術集会 2012 年  

2 月 松江市 

8. 辰巳 遥，荒尾晴惠，大友絵利香，国本弘美，渡壁   

晃子 がん疼痛緩和のために使用する医療用麻薬に対

する患者の認識と心情の変化に関する調査 第 18 回

日本緩和医療学会学術大会 2012 年 6 月 神戸市 

9. 神田絵実，小林珠実，荒尾晴惠 ホスピスでがん終末

期患者の家族に関わる看護師が感じる葛藤 第 26 回

日本がん看護学会学術集会 2012 年 2 月 松江市 

10. 師岡友紀，梅下浩司 生体肝移植ドナーの長期 QOL に

ついて 第 13 回 QOL 学会 2012 年 9 月 東京都 

11. 森谷真帆，師岡友紀，森本真由美 術後疼痛に対する

鎮痛剤使用における看護師の困難 第 23 回大阪府看

護研究学会 2012 年 10 月 大阪市 

 

Ⅲ 講演会 

1. 荒尾晴惠  症状マネジメント 大分県看護協会 

終末期がん患者の在宅療養支援 2012 年 7 月 大分 

2. 荒尾晴惠  症状マネジメント 兵庫県がん看護研

修 2012 年 7 月 兵庫 

3. 荒尾晴惠  看護に活かす看護理論 根拠のある介入を

するために 大阪大学医学部附属病院キャリア開発セ

ンター研修 2012 年 8 月 大阪 

4. 荒尾晴惠 意思決定支援 久留米大学がん集学医療

研究会セミナー 2012 年 10 月 福岡 

 

Ⅳ 主催学会 

セミナー 

1. 荒尾晴惠，田墨惠子 日本看護協会全国セミナー 患

者とともに実践するがん化学療法看護，京都府看護協

会 2012 年 9 月 1,2 日  

2. 荒尾晴惠，升谷英子，丸田寛子 がん看護能力スキル

アップコース 放射線治療と看護‐実践に必要な基礎

知識 島津製作所 マルチホール 2012 年 7 月 28 日 

3. 荒尾晴惠，小林珠実，升谷英子，丸田寛子 がん看護

能力スキルアップコース がん化学療法看護の基本を

学ぶ‐安全な抗がん剤の取扱いと骨髄抑制のマネジメ

ント‐大阪大学中之島センター 2012 年 11 月 10 日 

4. 荒尾晴惠，小林珠実，升谷英子，丸田寛子 がん看護

能力スキルアップコース がん看護に活かす調査研究

の基礎‐アンケート作成とその分析‐大阪大学中之島

センター 2012 年 12 月 16 日 

Ⅴ 研究費 

科学研究費補助金 

1. 荒尾晴惠（研究代表者） 生活に即した経口抗がん剤

投与管理能力を促進する看護支援の創成 平成 23 度

～24 年度 文部科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究） 

2. 荒尾晴惠（研究代表者），小林珠実（研究分担者），  

田墨惠子（研究分担者） トータルペインとしてのがん

疼痛を緩和するセルフケア支援看護モデルの開発と検

証 平成 21～24 年度 文部科学研究費補助金（基礎研

究 B） 

3. 小松浩子（研究代表者） 外来化学療法におけるオンコ

ロジーエマージェンシーの安全ケア質保証統合システ

ム開発 平成 23 年度～27 年度 文部科学省科学研究

費補助金（基盤研究 A）研究分担者 荒尾晴惠 

4. 野澤美江子（研究代表者） 生殖組織/配偶子の凍結に

対するがん患者の意思決定支援のあり方に関する研究 

平成 23 年度～24 年度 文部科学省科学研究費補助金 

5. 師岡友紀（研究代表者），梅下浩司（研究分担者） 生

体肝移植のレシピエント，ドナー，家族の抱える問題

と術後支援の検討 平成 24～26 年度 学術研究助成

基金助成金（科研費）基盤研究（C） 

受託研究費 

1. 大友絵利香（研究代表者） 認知症のある患者のがん疼

痛理解に関する記述的研究 2012 年度笹川記念保健

協力財団 ホスピス緩和ケアにおける QOL の向上に関

する研究助成金 研究協力者 荒尾晴惠 

奨学寄付金 

1. 畠山明子（研究代表者） 進行再発大腸がん患者におけ

る上皮成長因子受容体阻害剤で出現する皮膚症状のつ

らさと関連要因 平成 24 年度 公益財団法人安田記

念医学財団 癌看護研究助成（大学院生）研究協力者 

荒尾晴惠 


